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特集

人が人らしく生きるために

財政財政シンポジウム 生活保護
特集テーマ「人が人らしく生きるために」は、第２７ 生活保護の解説、元ケースワーカーの生の声

回教育財政シンポジウムのテーマ 「子どもたちのために他職種連携でスクラムを組

財政シンポで語られたこの日本での生きづらさや む時」

息苦しさ

奨学金の返済に苦しむ若者、教室の中に授業料 院内学級 無料学習教室
を払う生徒と免除になる生徒という関係を持ち込 病気等で入院している 経済的な問題をかか

まれること、お金が理由で卒業できない高校生… 子どもたちの教育を受 える家庭の子どもたち

ける権利を保障していく の学習支援の場から

ことの悩み
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